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テ レビ CMと
2005年 6月 10日

ェ ン ダ ー

どうすれば変わるか?

変えることができるか ?

―メディアが描き出す女性像・男性像―
コマーシャルの中の男女役割を問い直す会 吉田清彦

亡

'テ

レビCM視聴① :1992年 に流れたCM

すべてはメディアを通 してやってくる一メディア・リテラシーについて

0メ ディアはすべて構成されたものである

・メディアは現実を構成する

。オーディエンスがメディアから意味を読み取る

2.メ デ ィアのカ

1.メ ディアの影響力

2.テ レビの視聴時間

3.CMの 仕組み

4.CMの 力

3.テ レビCMと ジェンダー

Ё

'テ

レビCM視聴② :1999年 に流れたCM

なぜ、変わつたか ?

亡3テ レビCM視聴③ :2002年 に流れたCM
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lHチ レビCMと ジェンダ¬
一 CMが描く女と男の固定的役割規範 (=性別役割分業)

(*こ の項、小川真知子 「コマーシャルの中の女と男」から引用)

1.伝統的な性別役割分業一 「男は仕事、女は家庭」が第一

a。 家事は女の役 目……衣、食、住、健康管理のCMは女が主役

b.仕事は男の役目……強壮剤、保険、住宅のCMは男が主役

c.職業上のステレオタイプ……女は事務員、補助する存在、

男は現場の仕事、管理職、上役

d_典型的な家族像……父、母、子ども2人

(男組=父、息子は屋外でスポーツ、

女組=母、娘は室内で料理、洗濯、掃除、介護 )

2.価値基準の二重規範― 「男は業績、女は美と若さ」が大切

a.出演タレン トの年齢……女は 10代後半～20代に集中、男は各年代に分布
b.女 と男の成功者のイメージ……女は女優やスポーツ。美人○○と形容、

′  男は幅広い職業

3.性的側面の強調一 「女は見られる存在、男は見る存在」が当然

a.水着姿、ミニスカー ト姿、下着姿の女性の氾濫

b.アイ・キャッチャー (目 を引くための存在)と しての女性の起用

4.身体的特徴― 「男は大きく、女は小さく」あるべし

5.権威の所在― 「男は主、女は従」がおさまりがよい

6.行動特性一 「男は能動的、女は受動的」という構図

7.体力特性― 「男はたくましく、女はか弱く」を強調

8.子 どもへの「らしさ」の強制― 「男の子は腕白、女の子はミニ妻」

参考文献 〈CM。 広告関係〉

◇コマーシャルの中の男女役割を問い直す会『コマーシャルの中の男女役割を問い直す会・会報』L9
(10周年記念号)95.11、  同L1004.8 各 1000「¬

◇石川弘義・滝島英男『広告からよむ女と男 ジェンダーとセクシュアリティ』雄山閣出版 00.4
2700 FLl

◇緒方 明『家族手鏡 ファミリーCMと 家族療法』日本評論社 91.11 2200円
◇八巻俊雄『比較・世界のテレビCM』 日経広告研究所 94,3 3800円
◇田日本テレビコマーシャル制作社連盟『ザ・CM コマーシャルの企画・制作 。つきあい方』東洋
経済 92.12 1500円

◇隅井孝雄『テレビCMと 子どもたち』あゆみ出版 81。 12 980円
◇望田市郎『広告・ほんね・うら・おもて』TBSブリタニカ 82.6 1100円
◇別冊宝島 430『よいこの広告 テレビCMが 10倍面白くなる本』宝島社 99.3 952円
◇日本民間放送連盟『 CM考査』(放送倫理ブックレットM4)96.8(非売品)

◇読売新聞社広告局編『メディアと広告』読売新聞社 01.3 1200円
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図1 男女年層31J視聰時間
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NHK放送文化研究所編『テレビ視聴の 50年』NHK出版 03
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●メディア別の評価比較

人々の生活に

楽 しみや潤いを与えた

迅速な情報流通に
役立った

社会における情報の
価値や役割を高めた

消費生活を

豊かなものにした

政治や国際問題等を多くの

人にわかりやすく説明 した

社会事象を

多角的に取り上げてきた

人々の情報の理解力の

向上に寄与 してきた

真実の情報伝達に

寄与 してきた

●テレビCMの 効果

イン′マク トが強い

カバーエリアが
広い媒体である

短期間に効果が
期待できる

商品イメージを

醸成するパワーが強い

さまざまな階層を
とらえることができる

心に残る表現ができる

自社の訴求ターゲッ トを

的確にとらえられる

％
”

友人・震僚

新魔 `雑誌
親・きょうだい

学校の先生

上司や先輩

(社 )日本民臓放送速盟 '“年全国m広告主アンケート調査

「NIV Hand Book」 より

渡辺みどり『テレビ・ドキュメンタリーの現場から』講談社現代新書 00

■l■上 、___0,一     
二酔 単行本

_― _ご 螂 人・雫

(200時明 出 饉 測 臥 螺 庸 籠 )

黒 黒 黒 黒璃
NHK全国視聴率調査

(社)日本民間放送連盟 '%年全国600広告主アンケートIE査

組撃や団体



4

メディア分析モデル f y等 )
:(productiOn)   ・利用 (usc)

囁蜜1器籍;ダ  榛 、
・
導しリリ野|

(conneclon)

i篇ri:穐
徹精芦PractiC→

・経営 (inance)
・流通・販売 (distribu伍On)
。関連法制 (leg」 ity)

・テクノロジー(techn01ogy)

図9 コマーシャルの見方 (年層別 )

40轡
)

鈴木みどり編『メディア・リテラシーの現在と未来』世界思想社 01

図4 CM接触態度

興味を持つて見ていることが多い

それほどでもないが、その感ま見ていることが多い

ほかのチャンネルに回すことが多い躍甕塞璽聾覇14

ほかのことをすることが多い属藤甕攀驀鰹甍悪轟 21

音だij/」 さヽくすることが多い 圏 3   (1982年
10月テレ出 田翻 査)

図5 テレビに影響された行動

CMで見た商品を思わず買つた

テL/目こ登場した崎や店にわ た

テレロこ登場する人物の
ようになりたい

聞いた新しいことばをすぐこ使つた
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図10 コマーシャルの見方 (生年別 )
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■ 図表 I-8-12

54歳 59歳 64歳 69歳 以上
(2000"月 日本人とテレビ調査)
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(2C10CH月 日本人とテレビ調査)

テレビ広告費

楽しんで見ている(85年 24%→20∞年28%)

がまんして見ている(35年 1696-2000年 14%)

晰 9(96)

ロ テレビ広韻  (左 E

― 総広籠 に占める

盛)

到合 (右

20,68

澤 翌 19,121

‐計
‐
　

　

　

―

|

七 9341

タレちや時錆動だL」
(20C12年 11月 マスメディア議査)

NHK放送文化研究所編『テレビ視聴の50年』NHK出販

■図表I‐ 8-13業種別テレビ広告費 (2002年〉

流通・ノ
Jヽ 売

1,242(6_4)

金融‐保険
薬品・医療用品
1,361(70)

1,293(67)

情報 通信
自動車‐開違品
1,348(70)

1,313(63)

〔図表1812～ 13(株 )電通「平成14年 日本の広告賢Jを基に作成〕

電通総研編『情報メディア白書2004』ダイヤモンド社



CM進行例 (54分番組cA・ 82社提供)
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■図表 I‐ 8-14年間テレビCM出稿歎 東阪10局計〉
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15 SE(ス テーショ″′・

「フし一ク ステ :′ |)

CC(カ ウキャ|′ チ十~'

,ス 社力提供します

前 1]|ヽ /

(番 組 名・フタンフ・1‐ 7ト

番組 部分 ,

中CM

中CM

後 01N/1

HH(ヒ
:′
■ハイク)

SE

全広連あどばた会議編『広告面白書(おもし勧り』みき書房 85

日曜 I C C

タイム スポツト共通

「国民の祝Bに関する法律」に定められた休日および新年3ヶ日は8曜の時re3区分を適用いたします。

ロ スポツト料金

契絣 Jl間 は6カ 月を限度こします。
時間区分の境界は高り方の料金を適用します。
30秒料金は15秒 2本分として計算します。
PT ガイド料金については別途定めます。
スボット・PT・ ガィドの各1単位は1商品とします。

言湯編曇嚢忌曇塁薔霞十署奮製な基璽スをgぢ蟹8梵予信釜風き続握3し璽留嚢ξF中
止させて頂くことがあります。

タイム料金

B C
30うか 1,600,000 1,120,000 720,000 480,000

25分 1,520,000 1,060,000 680,000 460,000

20うか 1,280,000 900,000 580.000 380、 000

15分 1,200,000 840,000 540,000 360,000

10分 960,000 670,000 430,000 290.000

5分 600,000 420,000 270,000 180,000

1 豊重言暑さ

'よ

う景§][暑 ]を首賞二18:55う 恙]号を基ζ肇詈ЬttF糞 際の放送時間はいずれも60秒短縮されます。
1 番組編成上の都合その他の事情により、放送時「●3を移動または休止させていただくことがあります。
1 上記料金には、制作費、ネツト費は含みません。
1 2社 以上の共回提供番組は、別途料金を定めます。
1 この料金表の料金には、消費税は含まれておりません。消費税は別途申し受けます。

朝日放送株式会社

ットCM

pp年 より大阪調査分にテ レビ大阪が加|わ り、東 阪 10rlの l■‐計と変わったため、
り%年以前 とは違登 しない

'f勺
は構成比 :●.

電通総研編『情報メディア白書2004』ダイヤモンド社

図表 7 テレビ放送料金表 (19944月 1日現在) 8:54

●時間区分

１
１１
１
‐
―
「【
』

■

「NIV Hand Book」 より

渡辺みどり『テレビ。ドキュメンタリーの現場から』講談社現代新書 00

|

※ CC、 HH=提 供 スポ ンサーのCMの うち、番 組 開 始前 に

入 る もの を CC、 終 了後 に入 る もの をHHと い う。

●スボット基準料金表

時P33~ス 軸 業 B C
15秒 720,000   1   500,000 320,000 210,000

●タイム料金

1,810,000

1,596,000

2,128,000
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〔鋤

東    蒙 新    聞

2004年 (平 成 16年)10月 17日 (日 曜 日)☆

`性

が
料

Ｐ
＆
Ｇ

「
ボ
ー
ル
ド
」
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
よ
り

・洗
濯
…

妻
子
の
た
め
に
夫
が
ラ
ー
メ

ン
を
作

っ
た
り
、
洗
濯
す
る
人

が
男
性
だ
っ
た
り
。

「
Ｃ
Ｍ
も

ひ
と
替
前
と
変
わ

っ
た
な
あ
」

と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ

へ
、

「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
中
の
男
女

役
割
を
問
い
直
す
会
」
か
ら
会

報
が
届
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
ヽ
三
〇
〇
三

年
度
の
好
感
度

一
位
は
ヽ
Ｐ
＆

Ｇ
の
」
ボ
ー
ル
ド
」
。
作
業
ズ

ボ
ン
姿
の
若
い
男
性

（
玉
山
鉄

二
）
が
干
し
た
真

っ
白
な
タ
オ

ル
に
、
ね
じ
り
鉢
巻
き
の
同
僚

男
性
が
ほ
お
ず
り
し
、
香
り
と

柔
ら
か
さ
に
う
っ
と
り
す
る
設

定
。
工
事
現
場
編
、
保
育
士
編

な
ど
六
種
類
あ
る
が
、
出
演
者

は
す
べ
て
男
性
。
「柔
軟
剤
入

り
洗
剤
の
斬
新
さ
を
伝
え
た

い
」
と
い
う
同
社
の
狙
い
は
当

た
り
、
発
売

一
年
で
シ
ェ
ア
ー０

％
を
達
成
し
た
と
い
う
。

二
位
は
日
本
経
済
新
聞
。

「今
夜
は
帰
さ
な
い
よ
」
と
い

う
彼
に

「ね
え
、
日
経
と

っ
て

る
？
」
と
彼
女
。
彼
が

「は
ぁ

？
」
と
言
え
ば

「
じ

ゃ
あ
ダ

メ
。
私
、
毎
朝
、
日
経
読
ま
な

い
と
」
。
画
面
に

「
女
は
変
わ

っ
た

男
は
ど
う
だ
」
の
文

字
。
再
会
編
で
も
ダ
メ
男
だ

っ

た
彼
は
、
そ
の
後
日
経
を
購
読

し
た
ら
し
く

（き

っ
と
東
京
新

聞
も
併
読
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
）
、
現
在
放
映
中
の
続
々
編

で
は

「主
任
」
で
登
場
す
る
。

■
■
日
回
國
目
贖
聞
日

三
位
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
Ｖ

Ｏ
Ｘ
Ｙ
。
子
煩
悩
パ
パ
と
女
の

子
の
シ
ル
エ
ッ
ト
で
展
開
し
、

「子
育
て
は
、恋
愛
く
ら
い
お
も

し
ろ
い
」
の
コ
ピ
ー
が
印
象
的
。

会
の
世
話
人
を
務
め
る
兵
庫

県
の
吉

田
清
彦
さ
ん
後
９
は

「女
性
が
仕
事
を
、
男
性
が
家

事
や
子
育
て
を
す
る
こ
と
に
抵

抗
感
を
持
た
な
い
世
代
が
Ｃ
Ｍ

の
つ
く
り
手
の
中
心
に
な

っ
て

き
た
ん
で
す
ね
。
頼
も
し
い
」

と
評
価
。

Ｃ
Ｍ
総
合
研
究
所
の
関
根
建

男
代
表
後
じ
も

「現
実
は
も

っ

と
進
ん
で
る
。
女
性
は
勉
強
し

て
る
し
瞬
発
力
も
あ
る
。
缶
コ

ー
ヒ
ー
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
も
、
十

年
前
は
飯
島
直
子
が
疲
れ
た
男

を
癒
や
し
て
く
れ
て
た
が
、
今

は
女
性
社
員
ト
リ
オ
が

″上
司

に
ガ
ツ
ン
と
言
う
た

っ
た
―
″

の
時
代
」
と
持
ち
上
げ
る
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
。

総
務
省
の
調
査
で
は
、
子
持
ち

共
稼
ぎ
夫
婦
が

一
日
に
家
事
に

費
や
す
時
間
は
、
「
私
作
る
人

僕
食
べ
る
人
六
ハ
ウ
ス
食
品
）

が
話
題
に
な
っ
た
翌
年
の

一
九

七
六
年
に
夫
十

一
分
、
妻
四
時

間
二
十
分
だ

っ
た
の
が
、
二
〇

〇

一
年
に
は
夫
二
十
六
分
、
妻

が
四
時
間
三
十
七
分
。
え
？

Ｃ
Ｍ
は
変
わ

っ
た
。
現
実
は

ど
う
だ
。
夫
に
は
申
し
訳
な
い

が
、
子
育
て
は
恋
愛
よ
り
ず

っ

と
面
白
い
。
世
の
男
性
陣
よ
、

賛
辞
よ
り
も
行
動
で
示
し
て
く

だ
さ
れ
。
　

（井
上
　
圭
子
）

♂

CMの世界に異変 p♀

充
分
講
醤
雰
現
実
は
、ま
だ
ま
だ
…


